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義
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時
さ
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山
時
計
ヨ
ド
ザ
一
日
時
間
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api--JM時一
日

今
年
で
一
一
去
し
は
ぞ
れ
灯
台
回
ジ
ま
つ
主
主
主
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務
局
日
目
立
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日
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時
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詩

町

一

日
か
お
五
円
総
、
全
市
在
~
あ
げ
て
磁
器
話
内
き
で
は
、

A75、
交
通
預
制
に
こ
設
意
を
宇
円
草
書
行
法
止
と
な
る
送
り
抜
け
で
主
な
と
な
り
、
言
語
鶴
市
レ
い
と
思
い
去
す
。
昨
年
も
、
警
に
州
十
四
援
で
小
学
校
の
華
料
章
一
さ
-
一
一
平
年
に
ム

大
日
開
催
け
る

Eに
な

υま
し
た
。
天
院
に
溜
ま
れ
な
か
っ
た
的
活
道
自
動
車
道
長
備
に
よ
っ
て
マ
イ
カ
盟
主
期
間
自
動
車
通
行
法
域
」
パ
ス
の
っ
ち
厚
木
、
伊
章
、
豪
方
気
を
と
ら
れ
て
し
ま
う
せ
い
か
、
凶
百
側
提
と
同
時
尺
平
震
の
重
工
子
一
さ
れ
た
が
、
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が
し
会
議
弘
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戦
災
事
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人
出
約
一
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言
へ
雲
駅
東
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な
っ
て
舌
の
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り
で
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が
弓
己
の
ほ
か
に
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聖
書
一
量
産
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電
報
室
喜
六
十
人
も
の
挙
が
出
て
い
ま
す
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、
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同
町
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量
っ
て
い
露
輯
パ
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白
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に
大
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し
て
市
民
総
側
議
手
盟
十
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加
入
布
告

F議顎
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で

警

官

街

の

謀

長

号

室

る

C
I人
、
湾
民
間
一
千
百
忠
実
、
6

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
期
間
中
読
書
石
町
通
品
時
計
五
通
行
に
な
る
ほ
す
べ
て
う
向
同
議
に
ま
わ
り
ま
す
の
で

54の
ま
つ
り
と
す
る
た
め
、
芸
鵬
首
五
十
。
同
期
生
は
何
人
、
ほ
か
忌
ず
れ
離

L

加
と
に
重
な
も
の
と
な
只
易

z
i一
回
る
も
の
ぺ
判
断
し
主
事
安
右
側
、
需
の
さ
主
主
さ
広
場
か
指
定
方
向
外
丹
君
、
警
禁
止
装
苅
お
き
だ
さ
い
。
や
幼
稚
慰
、
公
民
館
な
ど
と
と
も
昼
間
に
議
長
ら
草
さ
れ
た
女
子
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i
a
-一
語

E

初
第
一
自
の
十
万
人
か
ら
悶
利
一
手
託
金
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に
ち
仕
事
同
を
た
ず
¥
三
宅
島
切
誌
の
討
議
選
霊
安
な
ど
の
請
が
大
相
に
行
わ
れ
主
主
住
宅
地
に
も
竹
飾
り
を
平
去
に
長
宅
需

Z
ょ
っ
約
制
雲
監
が
五
人
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先
誌
は
自
由
主
に
度
に
世
障
が
多
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t

白
百
万
へ
そ
し
て
昭
和
問
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代
前
の
準
備
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い
ま
ナ
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近
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と
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ろ
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観
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ス
帯
用
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同
か
は
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道
路
時
識
等
に
十
分
己
止
法
〈
だ
っ
て
も
肉
道
一
サ
銭
信
中
心
と
し
十
占
閉
そ
れ
ぞ
れ
の
輯
い
を
乙
め
て
飾
っ
て
み
山
酬
と
通
勤
、
賠
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上
去
の
隔
に
紫
F
6モ
れ
自
動
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。
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新
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申
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た
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仕
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し
か
し
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と
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が
っ
て
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自
動
六
月
一
一
十
苦
か
ら
む
月
二
日
ま
で
威
川
立
て
、
悼
む
モ
ジ
ベ
に
な
っ
た

主
主
な
い
ほ
ど
の
人
込
み
の
中
に
出
務
部
市
民
税
さ
州
当
時
の
竜
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一
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実
で
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議
台
の
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市
議
会
議
民
改
選
後
の
副
議
会
で
あ
る
市
議
会
臨
時
金
が
五
月
二
十
一

円
閉
会
、

F
討
議
長
、
各
常
任
委
員
会
委
員
等
の
役
員
人
事
が
行
わ
れ
、

議
長
に
小
高
木
忠
誠
民
、
副
議
長
に
山
間
忠
治
誌
の
雨
誕
百
円
が
選
出
さ
れ

た
。
ま
た
、
談
会
の
議
員
の
な
か
か
ら
一
選
出
さ
れ
る
忌
査
委
聞
に
関
田
嘉

一
民
M
選
任
さ
れ
た
。
そ
の
閥
、
提
案
さ
れ
た
議
棄
は
、
市
税
m
T山
間
白
一

部
主
改
正
す
る
条
例
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
と
十
議
髭
で
あ
っ
た
が

審
議
の
結
果
、
原
案
通
り
す
べ
亡
可
決
さ
れ
た
。
決
ま
っ
た
議
会
人
事
と

可
決
♂
れ
た
議
索
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。
(
敬
都
酪
)

。
小清水忠義民

生wt'!-?眉 (59歳〉市議 4明
農業「お金 t~1831番地

。
山田忠治氏

概菖 (54歳)，伝説 3期

呉服商防石町話番17号
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教湾研究所総談窓雷(3D1350 

教育相談・教背研知汚職同・月曜B-金耀臼省吉時---1~時

害警少年紹談2室/警警少年課内宮雪(22)1700 
青少庄相誌・青'p年摂談員 a平白、 9時 -16B守・常設
~)受付時広争力寄いてあるもの以外{出呂談開胎時鶴から受付

祭主主相談室/海南磁器E行政センター雷(22)
教育相談・窓i盟月・京・金(9，，1'-17時〉土(12時半まで〕
交通事故相談・悠i血7l<:E歪臼・ 1即時-16時仁8時半から受付〉
宅地建秒間設毎月第1金 .10時-16時(8時半から受付制袈む〉
法国相談ー毎月第2、第3、第4金日謹白 .131詰-16暗
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交通事紋相談会事濁月 10時-16時ー場所交通安全協会内
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下請取引巡@]あっせん・県工業振興会職員開毎月第3木曜日13時-16ITを
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子高校会童室内紹談豊富雷(33)忽お
1[:.昌己むと相談・毎週月曜日〈欝5を話会013時，..._.15時
母子相談・母子お談員 e平日、 2時-15時30分・常設
家鹿児蜜相談・室主E主児童相談員 a平日、自時-16il寺 a常設



市
が
十
字
圏
か
ら
一
震
い
一
一
院
し
た
平
る
も
白
で
、
開
発
針
社
と
し
で
は
紅
利
用
す
る
に
は
、
ま
ず
、
駐
車
場
か
ら
駐
車
券
ヂ
雨
明
る
と
、
し
ゃ
府
機

車
新
宿
の
泊
市
役
所
跡
地
三
千
六
百
谷
町
霊
場
に
ヲ
い
で
こ
っ
目
。
慌
入
口
に
着
く
と
し
ゃ
断
機
が
降
D
て
が
開
会
一
駐
車
場
支
呉
あ
い
て
い

九
十
五
平
方
町
は
、
市
既
日
発
公
社
が
用
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
控
八
時
い
る
の
で
、
車
を
止
め
る
。
車
が
止
る
所
に
駐
車
す
る
こ
と
に
な
る
。
な

駐
扇
場
と
す
る
た
め
整
備
し
て
い
た
ま
で
。
た
だ
し
、
午
按
七
時
以
降
は
ま
λ
?と
し
ゃ
断
機
む
石
創
刊
に
あ
手
ポ
ぉ
、
と
む
駐
語
芽
は
出
る
時
に
精
算

が

、

と

の

ほ

ど

完

成

し

、

五

月

一

二

十

入

場

で

き

な

い

a

@

ナ

る

た

め

の

券

な

の

で

、

ぜ

ひ

、

な

白
か
ら
業
務
伊
翰
拍
し
た
。
乙
の
駐
車
場
は
、
平
塚
市
間
前
駐

P

ぐ
べ
巳
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た

駐

車

場

は

、

金

問

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

車

場

と

呼

ば

れ

、

半

自

動

化

さ

れ

て

斗

い

a

舗

装

さ

れ

、

百

五

十

四

台

収

容

で

さ

い

る

。

間

晶

子

F
i
i

こ

Z
i
l
-
-

と

4dw一戸

1
j

ご

i
k仏
飢
胤
叡
禁
/
叫
一

す

1
i
5
1
=
:

増分相却用ハNυ
p
h
d
 

間
同時

318' 1ιさ

マ
駐
車
て
き
る
自
動
車
重
自
動

車
、
自
動
一
一
一
輪
車
、
大
型
自
動
車

吋
ノ
ク
ス
か
ら
、
や
わ
ら
か
な
究
極
白
(
乗
用
車
に
限
る
)
、
母
国
動
車

声
で
「
信
度
品
D
が
と
っ
色
ざ
い
ま
マ
駐
車
部
金
最
初
心
一
時
間
ま
で

す

@

一

り

く

だ

さ

い

一

司

五

十

内

i

一
時
間
在
準
え
一
一
一
戸
分

そ
の
ボ
ッ
ク
ス
増
す
む
と
に
五
十
円
加
算
さ
れ
る
。

青年E査が中心になって君主道一号線と

送路をi奇掃します。

あなたもぜひ参加Lて/

く〉とを 7月5釘(関〉
午前 5 時~7時

5月 家庭の法律一

午前の部@毎月議'i木健日 .10草寺10分~12時

午後の窃j.毎週金濯臼・ 13持30分~15時30分

。暮らしの教養講座 E宜認の中身と包装を考える o申込
み，電話かまがきでセYターまで・毎週火曜日午後 1 時3 分~3

時3C分まで中期日と内事.7月 1日製造年月日¢吃義まあるか・
7汚8日賞品自栄養を再{検討する・ 7月15日食品の包装を考える

害事奈Jl I~裏王手緩;荷重量生活セン安一

ζ室主もお気饗iこ・ 0・どなたもお気絡に



①申込み 草月初日 ~7月 5 自由聞に、本人が直接見附台体育館内体関課へ。
定員になりしだい締め切る。なお、申込む擦には、血丘、脈拍 (1

分間〉、身長、体重を躍暫定してくる巴



さ
る
六
月
一
日
、
私
た
ち
の
陀
む
平

認
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
H
ま
ち
ぐ
る

み
喜
掃
H

が
全
市
一
斉
に
行
わ
れ

た。
ζ
の
大
清
掃
内
さ
れ
い
で
住
宅
ぷ
い

ま
ち
づ
〈
り
』
の
一
環
と
し
て
七
年
前

か
ら
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
市
内
名
地

沢
θ
業
化
推
進
蚤
員
を
は
じ
め
多
く
の

市
民
が
積
極
的
に
害
加
し
た
。

こ
の
呂
、
市
内
二
十
一
地
ば
六
十
一
一
一

か
同
町
公
園
や
広
場
で
は
約
八
時
か
ら

清
掃
作
業
烹
開
始
し
、
持
制
時
な
環
境
づ

ま
日
に
汗
を
成
し
た
。

JTPも
積
れ
ば
山
と
な
る
・
弘

た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し
た
公
蝕
心
が
郷
土

殺
を
あ
い
に
し
ま
す
。
七
月
四
円
か
ら

院
か
れ
る
七
夕
ま
つ
り
に
品
れ
る

4ff

さ
ん
の
お
客
さ
ん
に
、
ゴ
ミ
の
な
い
き

れ
い
な
平
田
弘

p
p正
た
い
も
の
で
す
。

ア
ル
ミ
臼
仲
叫
が
埜
騒

が

あ

っ

た

。

で

あ

る

の

で

、

カ

ド

ミ

ワ

ム

な

ど

ア
ル
ミ
ホ
イ
ん
の
白
い
帯
状
白
は
の
一
重
せ
属
む
よ
う
な
害
は
認
め
ら
れ

イ
M

伯
母
さ
の
プ
ル
ミ
ん
点
は
、
ア
ル
ミ
ニ
ワ
ム
の
静
化
に
な
い
が
、
商
品
偲
慨
は
下
が
り
ま

ボ
イ
ん
が
僻
用
中
の
設
よ
り
起
き
る
も
の
で
あ
り
、
と
れ
は

T
。

階

で

よ

中

央

一

部

が

カ

'

当

商

品

白

製

造

ど

の

き

な

白

川

ア

戸

、

丸

令

部

f
yが
変

魯

メ

ー

カ

で

あ

る

帯
状
白
は
ア
九
点
カ
一

J
4
4
5
4
2
e

サ
ン
プ
ル
ミ
ニ
ク

で

き

た

。

と

れ

は

湿

度

の

高

い

場

所

は

だ

め

ム

一

棄

に

照

会

し

使

用

中

の

カ

ピ

な

た

と

ζ
ろ
一
現
在

の
か
、
欠
陥
癌
品
な
の
で
し
ょ
う
か
特
に
限
度
の
多
い
踊
所
に
ロ
阿
部
間
放
十
討
巻
き
は
製
ト
屯
し
て
お
ら
ず
古
い

回
答
平
塚
消
費
今
私
セ
ン
置
し
て
お
く
と
な
る
も
白
で
す
。
も
む

tdy。
」
と
の

ζ
と
で
あ
っ

b
M
l
に
商
品
開
賓
の
世
教
化
ア
ル
ミ
一
一
ク
ム
の
入
品
へ
の
た
。

"""、

く>1甘県民税く〉済務手数料。路定重量産税(>[富良健康保険主主:
。住宅使用料。軽自翼自筆:税0公共下水道佼沼料。国民年金



で
申
込
み
を
。

な
お
、
当
日
は
お
子
さ
ん
苦
あ
ず
か

る
保
育
室
之
、
鳩
首
す
る
。

手
話
講
習
会

希
護
者
は
福
祉
課
へ

問
団
枇
諜
で
は
、
手
詣
相
談
員
丸
山
路

3
曙
ホ
j
ん

日
常
重
量
震
に
つ
い
て
、
が
、
市
で
一
塁
害
対
す
品
計
画
を
通
過
車
両
の
増
書
道
露
網
の
整
備
を
促
進
す

市
民
の
自
己
ろ
由
考
五
万
や
宵
見
を
つ
く
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
る
こ
と
手
考
え
る
と
と
も
に
、
交
官

聞
こ

2
、
昨
年
八
月
、
一
万
二
千
e
i
-
-
e
本
市
主
義
業
は
で
環
境
が
惑
く
管
浬
と
環
境
対
請
の
悶
聞
か
ら
ラ
え

世
帯
を
対
象
に
「
住
民
異
輯
議
査
」
渉
主
主
世
田
川
以
東
二
千
四
百
市
白
道
路
網
は
、
他
都
た
、
声
司
自
転
車
道
白
整
備
と
、

空
行
っ
た
が
、
そ
り
務
果
、
今
債
と
一
一
十
五
ヘ
ク
占
l
ん
を
公
共
下
水
道
演
開
市
に
比
べ
℃
ず
い
ぶ
ん
葉
植
樹
帯
の
誼
壁
や
紡
青
接
の
詩
質
問
帯

も
平
壇
市
に
住
み
続
け
た
い
と
い
ヨ
事
業
と
し
主
計
一
回
決
定
を
し
て
お
り
備
さ
れ
て
い
る
br怠
い
ま
す
@
し
か
環
境
係
全
冠
設
そ
取
り
入
れ
た
遭
揺

市
民
が
き
骨
も
あ
っ
た
こ
一
と
は
、
こ
の
区
場
者
歪
部
相
慎
川
流
域
下
水
し
、
道
路
が
撃
輔
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
構
造
に
し
て
、
み
な
さ
ん
が
、
住
み

す
で
に
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
。

i
t
f

ぽ
戸
議
選
十
時
が
多
く
な
っ
て
し
ま
よ
い
環
境
が
彦
、
る
よ
γ

つ
に
亨
え
て

そ
の
詞
書
留
め
最
後
に
一
「
平
輯
民
間
川
悦
川
川
W
F

ぃ
、
極
利
に
な
る
言
、
住
宅
よ
い
ゆ
き
ま
す
。
〈
道
路
建
設
課
〉

市
在
住
み
よ
く
す
る
誌
に
、
特
に
恥
馴
初
日
却
訓
酔
童
と
い

2
も
の
が
版
壊
さ
氏
て
し
側
溝
が
つ
ま
っ

カ
聖
人
れ
干
叡
じ
い
と
愚
っ
て
い
る
持
可
、
〆

ι
章
一
コ
と
い
品
題
が
を
て
い
ま
ー

と
と
が
あ
っ
た
ら
、
害
事
で

F

-

d

T

。
こ
う
し
た
…
問
題
に
つ
い
て
市
た
ら
ど
う
す
る

す

の

で

お

番

号

だ

さ

い

」

と

い

う

窃

ぽ

弓

h

は
ど
の
よ
っ
に
考
え
て
い
る
の
で
し
;
:
男
装
の
前
の
警

設
問
が
あ

D
J字
一

五

霞

包

十

基

堪

千

加

ぽ

げ

は

V

ょ
う
か
。

aF
間
に
つ
い
て
は
定
期
的
に
土

〈
区
八
必
〉
の
世
帯
か
品
議
克
や
要
い
リ

λ
f
i
b

道
路
網
の
堕
備
に
は
さ
ら
い
を
や
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

襲

寄

せ

塁

審

安

委

譲

君

事

を

な

す

傷

害

?

な

か

な

か

や

っ

て

企
雨
明
諜
で
尚
早
護
ζ
の
内
容
を
量
移

p
i吋
j
路
網
の
務
備
と
、
一
般
白
生
活
に
賢
い
な
い
よ
う
玄
関
っ
て
い
ま
す
が
、

町議
K
調

査

し

て

「

市

民

の

み

な

門

恥

絡

し

た

生

童

書

長

翻

意

た

市

で

一

番

し

ゅ

ん

せ

つ

な

E
は
し
て

去

に

お

知

ら

せ

す

る

必

要

が

あ

る

伊

為

す

謹

警

が

あ

り

ま

す

。

霊

的

E
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
考
え
ら
れ
る
も
の
」
宇
霊
譲
へ

d

r

k
喝

な

都

市

白

書

と

都

市

白

形

態

差

別

減

の

清

掃

に

つ

い

雲
し
て
い
た
と
と
る
、
と
の
ほ
ど
ポ
山
川
川
附
判
る
に
は
、
道
路
網
む
蓄
を
な
が
怠
宙
え
て
は
、
市
童
謡
嬉

そ
の
函
答
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
主
な

j
轟
訓
引
制
電
、
鳴
ら
空
活
環
韓
の
轄
障
問
苧
ほ
か
ら
な
け
偶
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
必
要

も
自
殺
薮
回
に
わ
け
て
連
議
す
る
.
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
e
h
y
所
の
発
見
と
市
民
の
み
な
さ
ん
か

謂

整

誌

域

の

下

書

表

裏

8
之
宮
〉
へ
実
現
在
毒
事
中
に
は
一
ユ
十
六
路
島
重
宝
に
よ
そ
震
に

ず
る
こ
と
と
じ
、
昭
和
三
十
九
犀
度
融
自
都
市
計
額
街
踏
網
が
計
調
決
定
行
う
ま
5
お
め
て
い
主
9

が
、
呂
田

水
道
の
計
題
は
か
ら
順
次
施
存
し
て
い
ま
す
。
主
主
て
す
ま
す
が
、

ζ
の
街
路
網
届
か
な
い
警
も
あ
る
と
思
い
ま
す

コ

i
私

2
2は
市
街
地
世
間
川
以
西
に
つ
い
て
は
、
下
室
が
完
全
に
襲
さ
れ
な
い
三
っ
ち
は
、
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
白
協
力
を

1
1ー
か
ら
か
な
り
離
れ
て
い
る
計
画
を
立
葉
す
ぺ
〈
、
現
在
交
点
相
聞
環
境
軒
嶺
子
る
決
閣
に
な
っ
て
い
る
お
願
い
し
ま
す
。
今
皆
、
電
話
な
ど

の
で
可
公
共
下
水
道
が
布
設
さ
れ
石
積
等
の
禁
融
調
査
手
奨
施
し
で
い
ま
と
思
わ
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
今
暁
白
で
と
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

由
仲
盟
理
い
将
来
だ
と
患
っ
て
い
ま
す
す
。
〈
下
水
道
課
〉
送
時
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
す
。
〈
道
路
補
修
課
〉



告月初日 横内団地聾会場

足掛島公民館

7101日 花京公民龍
民間崎ノA民間3

4少 2日 平撮市民病ifA
'y 3日 須貰公民間

出松原公民鮫

予防接種の照会せ

予防接種にちして¢総合せはなる

べく午前中にも官互いいたします@

半援市役所環損部慌健輔さ主謀

TELα2コ1700内融231・233
畏嘩所への車はご遠感在

平康保健所は駐車場があDません

車でのお出かけはと足釦をまください.

多長短南生書誌では、乳ガンの検診を

行なっています。 早期発見のために

どうぞお受けください。受{"，~時f笥は

138手3C分から。希望者カA長い場合は
先着50名で締め切ります。
7月 3日 大野公民館
7 J-JjO日 間崎公民路

盟ヌす重奏 t埼1歳までの赤ちゃんなら
どなたでも受けられます。当日は

母子手段を忘れずに持ってきて4
ださい。

臨時間・午前9時30分-1弘明30分
6月19日 衛官玲公民安富
ク 26日吉沢公民館
7)'13白金自公民1!!-1
4シ 10日 ご土屋公民館
タ 11日 市役所 n会議定
タ 17日 豊回以民館

豊富対象・初回

経過して5綾未満目劫氾仁1週間
の間縄で2回うけるコ
追加昨年初回接種を完了した幼

児江田〉。入学までに基礎免唱が

完了するζ と。 仁基礎免般とは初回

2垣]と翌年追加 l@が完了jること
ですコ

富盟時間 .13時30分-15時まで含ただ
し出印の会場は時-15時。
繍巡回自重量

(1 "司自〉

5月23臼 横内沼地宴会J号
民域鳥公民館

?-24日花水公民館
民間路公民館

1-' 25司 平塚市民病陀
t-' 26日 調翼民民間

国松原公民ぷ

( 2 fe1沼〉
6月16日 平翠探健所

出会出公L¥:;f[g
ク 17日中原公民館全日《民Pil
.;.-18f1 坦土ミ且土質

》夜中央農協f沢主lす7
ク 19日神田公民齢八幡弘氏館

ク 20el 大野公民館

2認s臼 中E原詫i¥主民館金悶公上bう
斑間靖3公今L民己熊

r 9汚1
16日 花水公民館平さま市民病院
17日 神田公民館八幡公民館
同域島公民館

18日 中原公民館金自白民間

内宏
うちひろ

ず袖ケ摂3の29寒河江管工へお勤
め白薮内和光さん仁29龍〉と由紀江
吉ん (27離〉の二時。現在12か月

で身長77宇、拡重10.7九。託生日

は49年 6月20"10
宏ちゃんには、お兄ちゃんの信

たちゃんて3識ヲヵ;いるが、いつ
もお兄ちゃんが遊んでいるおもち

めを、取っては投げてしまうので

時々いじめられる。でも笠宮ちゃん

とても気が強いので泣かないよ。

①母子手帳〈転入した人間呂住所で

使っていた在日ξ手帳〉

C号閤票 Eこの粟は必ず雪震で記入し
て備品を担陀してきてくださいコ

。予紡接穫を受けられない人
①予防接棉を受けて-i居間たってい

ない人。c2:はしか、 BCG、種位、
小児マヒ生ワクは、モれぞれ1か月

の跨舗をおかないと受けられません

@そむ地、有熱在者、けいれん性悼

質、心臓毘l管系、腎踏またはm臓に
罫吉'J:l、があD医師にとめられている人

いままで中止していたミ百日ぜき

ジフテDア、若草構嵐ミ混合接種は7
月から開始することにな幻ました。

対象者カt~b ましたので、注意事

演をよく冨:んでから会場にお出かけ

，ください。

幻重累々第 i期-3凶受ける。
2議 (24か月〉から4歳 (48か月
コまでの:JJJ児暗 (接種間摘は2@J
3 l"]とも3週間から8遊間〕
主事2期 1回受ける。
第 1期の 3司自が終ってから1年
以上の尉聞をすぎた2麓て24か月
〉から4寵 (48か月〉までむ幼児
童書時間持3日分-1，時まで。ただ
し民日]む会民[ま1羽毛 -----.1!:;時。

翻i皇居日程
[7月]
9 E1 花7](針民館平畢市民病院
10日神田公民館八幡公民館
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市民センターでは、 10月から 1B 
の挙式回数を7国に変更します。

。集合成r間午前7時50分淑に直行される方は午前、

自前D

く〉コース平援小田急伊勢原駅ー渋沢駅一大意ー支丹

沢県民の森一役内訳〈解散〉

京軽訣で弁当、水筒、交i畠費700F弓を持委参ずる

②なお、 10月から披露宴会場が改装され新し

くたつますのでご利用ください。

市民センタ 電話 (32)2235 
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く〉巡回目穆 5月16CfD ・17C火3・19臼〈木〉

訴ゴム/訪日〈金〉午前横苔むこイ

イ yプ、午後農協教育Eン丘一

一一一一一0一一一一一-0一一一一一
やむご協力あ担がとうござし、ましたく>0

。期 提唱 7月上旬-8月末自

く〉賃 金日額 360C月

。応華客方法 膿震欝く写真結る〉市職員課へ持参する

R産車品203本、上 z墜さテニ」湘問販売34;本、大東出

学57本、江南高校J:RCl悦本。

o電気技術員 2名 臼額 290C円

①ー絞事務員(努)16名 目額 270C円

①一般事務員(女)24名 白書翼 2700f'l
11111111111111111111111111111111 7月 1BIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 

7fl B-、g月31録
。時間午前10時~午撞4時30分
く〉入場料 ・海時公園プーノレ大人知問、小中学生l出コヨ

会竜誠ナ民プーJレ大人2C丹、ノム中学生10円

く〉期簡と時間 6月308-8月31日 9，∞-]7， 00 

く〉描蕗方法 6月19日までに履歴醤 C''>'真目占るコを誌

宵諜仁見付色体育館内〉へ持事するa

o調帯 ①議気技術属は篭気わ知識うまある者
②男子事務員は水泳のできる者

③高校生以下は応募できない
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